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このHP版の読み方

各回は、実践1ページ＋解説2ページの構成です。

実践は1分程度で要点を確認し、解説で具体例と判断の留意点を読みます。

工夫1～5の小見出しは、実践と解説で共通です。

参考資料名は各ページ下部に掲載し、資料の案内先へリンクしています。

編集に当たって

本文・図表の編集と解説の増補に生成AIを活用しています。具体的な手順・声掛け・想定場面は、参考資料を踏まえて本冊子向

けに構成した実践提案です。調査数値から個々の工夫の効果を断定するものではありません。学校の実情と校内・教育委員会の

方針に合わせて活用してください。
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